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ジョン･ミュアと｢場所の感覚｣

｢エマソン､ソーロー｢ メルヴイルとの対比を通して-

星野 勝利

Maninthebl娼hwi血G(dmaymeet.

- Emerson,̀̀G∝dbyeM

はじめに

南北戦争が終わbて間もない頃の 1867年､アメリカ中西部の町インディアナポ

リスから一人の青年が旅に出る｡目的地はメキシコ湾を望むアメリカ南部｡青年の

名はジョン･ミュア (JohnM血,1838-1914)｡

ジョン･ミュアは三冊の本と一冊のノートを携行する｡本は､聖書とバーンズの

詩集とミルトンの詩集｡同時に携帯したノートの表紙に､当時28歳の青年ミュアは､

"JolmMuir,Earth-planeらUniverse-'什血Ier131)と記すo
ノートの所有者としての自分を ｢地現｣や ｢｢宇宙｣との関係で規定する旅人ミュ

アには､｢場所｣との関係において自己を眺める姿勢が見られる｡地球という惑星に

生きる自分､宇宙という広大な空間に存在するものとして自己をとらえる視点であ

る｡

スコットランドからの移民一世として中西部に育ったミュアは､生涯､旅を続け

た｡ウィスコンシン大学マデイソン校での学生生活､その生活を中途で断念してカ

ナダに向かった旅｡ふたたび中西部に戻り､そこからアメリカ南部に向かい､キュ

ーバを経てアメリカ東部に戻り､パナマ経由でアメリカ西部に向かった旅｡カリフ

ォルニアに居を定め､アラスカやヨーロッパ､アジアやオセアニア､南米､そして

アフリカに向かった旅｡ミュアの生涯は､文字通り地球規模の旅の生涯であった｡

辿られた距離から見れば､むしろ宇宙規模というべきかもしれない｡

旅人ミュアにとって､アメリカ西部は大きな比重を占める｡アメリカ西部に向か

ったミュアは､上陸した地カリフォルニアで､シエラネバダの山々を遠望する｡そ

の山々に向かったミュアは､やがてそこで新たな生活を始める｡山の中で､滝の音

や鳥の声に耳を傾け､岩や川と対話し､雪崩や氷河と親しむことは､ミュアにとっ

て､｢世界の中心｣に近づくことにはかならなかった｡

As longasIlive,ITllhearwaterfdlsandbizdsandwindssing･rllinterpretther∝k,

leam theknguageofn∝山,storm,andtheavalanche･IIllaquaintmyselfwiththeglacieJS
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andwildgardeI鳩,andgetasn飽raStheheartoftheworldasIcan･gumer216)

105

新世界アメリカの歴史は､｢場所｣の歴史と関わる｡植民地時他以来､アメリカの

歴史は西に向かう ｢場所｣の歴史であった｡西に向かって拡大し続けたフロンティ

アはこの顕れの一つである｡ミュアが生きたのは､この時期のアメリカであった｡

アメリカでは ｢自然｣が大きな役割をはたしてきた｡植民地時代以来､新世界ア

メリカは ｢自然の国｣として歩み始める｡エデンの園､カナンの地としての新世界

は､｢自然｣の支配する世界であり､この ｢自然｣は､禾閲の地として､｢ウィルダ

ネス (荒野)｣とも等価であった｡新世界アメリカにおいては､生きることは､｢自

然｣や ｢ウィルダネス｣との関係に置いて生きること､すなわち ｢場所｣との関係

において生きることでもあった｡

旅人ミュアも｢場所｣との関係において生きた｡｢自然｣や ｢ウィルダネス｣との

関係の中で生涯を送った｡その生涯は､フロンティアが消滅していく19世紀後半か

ら20世紀初頭にいたる時期のものである｡ミュアの一世代前のアメリカ人､エマソ

ンやソーロー､あるいはメルヴイルも､軌 との関係において生きた｡｢自然｣

や ｢ウィルダネス｣と関わる生を送った｡これら三者と比べた場合､ミュアの関わ

り方は､どのような特質を持つものであったのか｡

1.ミュアと ｢場所の感覚｣

｢自然｣の国アメリカにおいて｢機械｣が果たした役割は大きい｡｢自然｣の国は､

聖書で示された ｢約束の地｣｢エデンの園｣｢カナンの園｣として､-種の ｢庭園｣

である｡この ｢庭園｣に､やがて ｢機械｣が臥 する｡レオ ･マークスの 『庭園に

おける機械』(Man,乃eMachbwb2dzeGwden)は､この次第をつぶさに分析するo

マークスによれば､｢庭園｣に侵入する｢機械｣は､ホーソン､ソーロー､メルヴイ

ルなど19世紀の作家に限らず､フォークナ-やフイツツジェラルドなど､20世紀

の作家の作品にも顕著に認められるアメリカ的特質である｡

メルヴイルに ｢幸福な執 (■'AHappyFailure'')と題された小品がある｡-擢千

金をねらって密かに製作された水圧式大型排水機械 (G悦tHydraulic-Hydrdah'c

Apparatus)の実験と､その見事な失敗のもようを､ユーモラスに語るものである｡

｢機械｣がテーマとなる作品は､19世紀において特にめずらしいものではない｡同

じくメルヴイルの短編 ｢独身者の天国と乙女の地獄｣("ThePZu･ad血pfBachelorsanq

dleTaztanJSOfMaids.)の後着 (｢乙女の地獄｣)では､製紙工場の巨大な磯城に操ら

れる乙女たちの悲惨な姿が描かれるし､ウォールデン湖畔で生を始めたソーローが､

近 くを走るフィッチバーグ鉄道の機関車を ｢鉄の馬 (honhorse)｣｢火の馬
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(nre-steed)｣(Ⅵ匂fden117)として語っているのは周知である｡

青年ジョン･ミュアは ｢1謝戒｣に魅せられた若者であった｡ この意味で､19世紀

的な若者であった｡.田舎暮らしの独学の中で読書用機械など独創的な仕掛けの機械

を若くして考案し､結果としてそれが大学入学までの道を招来する｡入学したミュ

アは､植物学や地質学に興味を示す｡ただし､その中途で旅に出る｡動殿はやはり

｢機械｣と関わる｡自分で籍腔 した ｢機械のような創造物 (mechanicaLinventions)｣

ではなく､｢神の手になる創造物 (inventionsofG(泊)｣について学ぶためであった

(G∝d42)o

ミュアの旅の原点には ｢神｣がある｡｢機械｣ を捨象しての ｢神｣の選択である｡

聖書やミルトンが旅の道連れとなったのも､このことと無縁とは思われない｡放浪

のミュアは､シエラネバダの山中で立ち止まる｡立ち止まったミュアは､樹脂のに

おいのする香しい風を飲み込み､｢我が家 (ホーム)｣にいる感覚に満たされる ("A

Geo10gist'sWinterWalk"592)｡シエラという-1同の ｢場所｣は､ミュアにとって､原

初の ｢自然｣の世界であり､明るい光に満ちた､平和で豊かな-種の ｢庭園｣であ

った｡

IleafXdlightJyfromr∝ktor∝k gloryingintheetemalhslm巳張andsufficiencyof

Nahlre,肌dintheineffabletendemesswithwhichshenth eshermountaindarlingsinthe

veryfountainsofstonm･-Neverfe‖】ightinbrighterspangles,neverfeJlwaterinwhiter

foam･(吟Fb:sESELmmerb2theSL'e7･ra70)

｢自然｣という｢庭園｣の中で､ミュアは､その構造や生態に旺盛な関心を示す｡

岩山やJHや滝の生成､気侯の変化､松やモミ､トウヒやツガなどの樹々の生態､小

動物や高山植物の生の姿｡これらについてミュアは､微細にノートに記す｡その過

程で､新たな感覚も身につける｡この感覚は､つまりは ｢神｣の感覚に､きわめて

近い｡｢あらゆるものが激しく脈打ち､生あるものすべてが歓善し､一つ一つの岩が

ぎしぎしと命できしみ､大小すべてのものの上で神がすべてを雛として抱えている

感覚 (everypulsebeatshigh,everylife-allrejoi∝S,theveryrockssamtotinglewithlife,

andGd isfeltbrd ingovereverythinggreatandsmall)｣ (TheMountabMfCalllomi Z

131)である｡

ミュアにとって､｢機械｣を捨てることは､新たな地平を獲得することであった｡

｢科学｣や ｢技術｣を捨てることは､青年ミュアがノートに記したように､｢地現｣

や ｢宇宙｣の感覚を現実に獲得することであった｡これをミュアは､カリフォルニ

アの地､シエラネバダの山中で手に入れる｡ミュアによれば､｢宇宙に到るもっとも
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簡明な道は､森という荒野を通ること (rrhecle訂eStWayintotheUniverseisdvougha

forestwildemess)｣(Ghen63)である｡ミュアにとって､慨 ｣や ｢宇宙｣に到る道

は､アメリカ西部シエラネバダの r森のウィルダネス (forestwildemSS)｣にこそ見

出されるものであった｡

一世代前に生きたエマソンやソーロー､あるいはメルヴイルとの関係を探るに当

たり､遅れてきた旅人ミュアの ｢場所の感覚｣は､基本均にこのようなものであっ

たことを確認しておく必要がある｡

2.エマソンとミュア

1821年に18歳でハーバード大学を卒業したエマソンは､兄ウイリアムの経営す

る女学校を手伝う｡学鮫を手伝うことは､この時が初めてではなかった｡ボストン

第-教会の奨学金を得てハーバードに入学した1817年､14歳のエマソンは､ボス

トン西方ウオルサムの学校で教鞭を執っている｡21歳の時には､トリニティ教会の

部屋を借りて女学校を開設している｡翌年に臥 コシコードの北方チェルムズファ

ドの学校で､やはり教壇に立っている｡

将来の道を模索していた若者エマソンは､一つの思いを抱いていた｡この頃書か

れた詩 "GodbyeT.は､この思いを鮮明に示してくれる｡"Gd byeproudworld!I'm

goinghome"と書き始めたェマソンは､｢おべっか (Flattery)｣や ｢仰々しさ

(Grandel∬)｣や ｢冨 (weal血)｣や ｢事務所 (o甜ce)｣で構成される ｢高慢な世界｣

に別れを告げて､次のような場所へ向かうと言う｡

◆
Ian gomgtomyoⅥmhearthstone,

触 omedinyongreenhillsaloner-

Aseqetnookinapleasantland,

Wh 岱egrovesthefroHcfiiriesplanned;

Wh erearchesgrt:en,thelivelongday,

EchotheblackbirdsTsroundehy,

AndⅦLBarfeethaveneverb･d

AsfX)tthatissaαedtothoughtandG∝l･ (Poems34)

19歳の詩人エマソンにとって､世間の人々が踏み入ることのない ｢緑q)丘由reen

hiLk)｣は､めざすべき ｢家｣であり､｢暖炉｣であった｡｢思索｣や ｢神｣と関わる

聖なる場所であった｡

卒業後大学院に学び､ボストン第二教会明知市として歩み始めたエマソンは､そ
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の職を辞し､見聞を広めるべくヨーロッパに渡る｡帰国して講演活動に入ったエマ

ソンは､33歳の年の1836年､初めての著作として､エッセイ集 『自然 Whue)』

を出版する｡巻頭のエッセイ ｢自然｣は､エマソンが詩で記した思いを反復する｡

身近に存在する星や樹や森の世界は､｢ウィルダネス｣に等しい世界である｡その｢ウ

ィルダネス｣でエマソンは､｢町や村とは異なる親密で共感を覚える何か(some血jng

moredearandconnatethaninsb,eetsorviJlages)｣を感じ取る｡この世界に歩み入るこ

とのできる人は､大人になっても ｢劫児の心性 (dleSPiritofinfancy)｣ を維持する

者､すなわちr永遠の若者 (叩 tualyouth)｣である｡そのような人にとって､｢森｣
や ｢自然｣の世界は､｢神の植民地 (plantationsofG∝l)｣にはかならない｡その中で

エマソンは､｢透明な眼球 (b･arq'arenteyeball)｣となり､｢宇宙的な存在 (Universal

駄ing)｣と化す｡

StaLIdingondiebareground,-1Ilyheadbadledbydieblitheahandupli鮎dinto

infinitespaα,-dlmeanegoismvanishes･Ibecome ab･耶PaJenteyeball;Iam nothing:

Ⅰ監eal1:dleCuTentSOfdleUnivqsalⅠおingdrnllate血oughme;Iam partorpar∝lof

Gd･PVTdwe10)

1838年生まれのミュアは､1803年生まれのエマソンより､一世代若い｡ヨセミテ

の山の中に入って三年目､ミュアは､はるばる西部を訪ねてきたエマソンと会う｡

ミュア33歳､エマソン68歳の時である｡大学樹も ミュアは､エマソンと交流の

あった恩師を通して､エマソンのことを聞かされていた｡現実にミュアがどれほど

エマソンの著作に親しんでいたかは判然としない｡しかしミュアは､1871年5月､

恩師カーGm教授夫妻のすすめもあり､訪問者エマソンをヨセミテの麓の小屋に招

待し､しばし交流を楽しむ｡

ボストンに帰ったェマソンは､ほとんど手つかずの自然の中で生きる山男ミュア

に感謝の手紙を送る.エマソンによれば､ミュアは ｢山の礼拝堂 (mountain

tabemacle)｣に生きる人であり､｢然るべき場所に生きる然るべき人 (血erightnlanin

dlerightplaα)｣仲mer215月である｡エマソンから送られたエッセイ集を､ミュア

は丹念に読む｡｢自己信頼(self-Reuana)｣の次の部分には､傍線が引かれる｡我が身

の評価と重ね合わせたことが想像される｡

Welcomeevermo陀tOgdsandmenistheself-helpingman･Forhimal1d00rsaJtBflung

wide;himalltonguesgreet,allhonorsqown･Crtmer217)
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エッセイ ｢アメリカの字徴AmericmScholar)Jで､エマソンは､｢自然(nature)｣､

｢割 坤mks)｣､｢行動(action)｣､そして ｢考える人即anThhming)｣を､キーワード

として提言する(NdJrel叩)｡望ましいアメリカの学徒とは､これらをキーワードと

して､自己を信じ､貧困や孤独を積極的に受入れ､表象の背後に隠された事実を見

抜ける人でなければならない｡徒手空拳の状態で人跡未踏のウィルダネスに入り､

その場所を踏査し､地質の特徴や動植物の生態をつぶさに観察する若者ミュアは､

｢自助の^(self-helpingman)｣として､さながらェマソンのいう ｢アメリカの学者｣

の化身である｡

実際ミュアは､ウィルダネスの中で､エマソンのそれにきわめて類似した感覚を

抱く｡｢自然｣の中でエマソンが､｢透明な日軌 となり､｢宇宙的な存在｣となった

ように､ミュアもまた､ヨセミテの湖の畔の聖なる ｢自 ahqe)｣の中で､｢宇宙

的な和 niversalbeauty)｣を感じ取り､｢全身が眼 (al1eye)｣となる｡

Widlin既Pre弘Ibledelightyouwadeoutintothegrassysun-lake,feelingyouzself

00ntainedinoneofNature.sm(器tSaαeddhambers…sea∬efromauinb･LSion,securefrom

youJSelf,Beeindleuniversalbeauty-･Youareaueye,si鮎dthroughandthroughwi血1ight

andbeauty･(meMountaL'r-fCallfomkz94)

エマソンとミュアの間には､一定の共通性が見られる｡ただし､差異もまた確実

に存在する｡時間的差異､および空間的差異である｡十九世紀中葉に生きたェマソ

ンと世紀末から二十世紀にかけて生きたミュアの差異､東部ニューイングランドに

生きたェマソンと西部カリフォルニアに生きたミュアの差異である｡この差異は､

アメリカにおける自然観や環境観の変化とも連動する｡

エマソンにとって ｢自然｣は､身近に存在するものであった｡詩 ｢さようなら｣

で目指した｢薮｣や ｢かなたの緑の丘｣は､ボストン近郊ニューイングランドの｢自

然｣の世界とそれほど隔たったものとは思われない｡しかし､ミュアにとって､｢自

然｣は､ヨセミテのLJ｣中の湖のように､｢自然のもっとも神聖な部屋 (NatLmfsmost

saq℃ddlambers)｣であり､｢あらゆる侵略からまぬがれた (senlrefromal1inbrLBion)｣

場所であった｡西漸するフロンティアの侵略からも自由な ｢ウィルダネス｣の世界

であった｡これは､薮の中に身を隠す少年エマソンの rhB所の感覚｣とは､かなり

異なるものである｡

この感覚は､人間観にも連動する｡｢世界｣と ｢人間｣の関係は､｢世界はとくに

人間のために作られている｣(TheworLd,wearetold,wasmadees阿ialLyforman)｣と

いうのが､一般的な理解である(a)hen19)｡ホモセントリズムとしての世界観であ
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る｡しかしミュアは､このような視点には立たない｡ヨセミテの川で釣りに興じる

｢人間｣を眼にしたミュアは､釣り人の釣りの楽しみよりも､釣られる側の苦しみ､

しかも神聖不可侵の聖なる場所で ｢人間｣によって生み出される苦しみに思いを馳

せる｡
●

Shouldclmrch一gO- trytopassthetimefilShinginbaptlSmalfontswhiledullsermons

werebeingpreached,dieSOd ledSFX)rtmightnotbesobad;buttoplayintheYumite

temple,sedkingpleasureindlePaAnOffishess加gglingfortheirlives,whileGdhimselfis

preachinghissublimStWaterandstonesermonS!仲FbsESu1- erb2LheSienla263)

ミュアの視点は､ホモセントリズムとは枚を分かつ｡むしろ､エコセントリズム

やバイオセントリズムに傾斜する｡ヨセミテという聖なる場所において､人間は､

侵入者であり､加害者であり､冒涜者である｡たしかにミュアは､自然の中で､エ

マソンと同様､｢透明な眼球｣となり､｢宇宙的存在｣となる｡ただし､ベクトルの

向かう方向はェマソンと微妙に異なる｡ミュアのベクトルの向かう先には､大陸の

西の世界の内奥の場所､卑小な人間を包摂する聖なるウィルダネスとしての大いな

る自然が拡がっていた｡

3.ソーローとミュア

エマソンの弟子ソーローはアメリカ西部を訪ねることはなかった｡東部あるいは

中西部を中心に無数の講演旅行を試みた師エマソンに比べ､ソーローは､移動した

距離､あるいは体験した場所という点で､おそらく師を超えることはなかった｡

もちろんソーローは旅をしなかったわけではない｡ボストン近郊ウォールデンの

湖畔で自給自足の生活を試み､メリマッ列 11を遡り､ケープコツドの岬を旅し､メ

インの森を訪ねた｡しかし､これらの場所は､いずれもアメリカ東部ニューイング

ランド地方の文化的世界とそれ程かけ離れた場所ではなかった｡この意味で､ソー

ローの ｢場所の健琵｣は､師エマソンの ｢薮｣や ｢緑の丘｣の感覚とそれほど隔た

ったものとは思われない｡

しかし､意識のレベルで眺めた場魚 事情は異なる｡エッセイ ｢散坤 alking)｣

の中でソーローは､｢散歩｣の持つ意味についてくわしく述べている｡それによると､

散歩の場として ｢街｣と ｢ウィルダネス｣を与えられるとすれ石£ ソーローは､後

者を選ぶという｡散歩に出ると ｢街からますます離れたくなり､荒野に引きこもり

たくなるqamleaving血ecitymoreandmore,andwithdrawingintodlewildem車)｣から

である｡これは散歩の方角とも関わる｡向かう方角として ｢東｣と ｢西｣がある場

乱 ソーローは､迷うことなく｢西｣を選択する｡馴 子くには強制が必要だが､
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西ならば気軽に行ける (包皮wardIgoonlybyforce;butwestwardIgokea｣からであ

る｡･その上､｢西｣の世界は､次のような特質も抱えている｡

neW由Lisbutano血ernamefordleWild;and･･･intheWddn6Sisthepr缶erVationof

山eworld.

ソーローにとって ｢西｣は､｢ワイルド(ネス)｣と同義である｡｢ワイルドネス｣

8.ま｢ウィルダネス｣とも意味的に重なる｡この ｢ウィルダネス｣臥 ｢埋草の維持｣

に関わる場所である｡しかも､この場所には､｢生｣も満ち溢れている｡青年ソーロ

ーは､ウォールデン湖畔で､｢生(ufe)｣という｢不可避の車軸 止ialfacts)｣(肋Ih

90)の探求を試みた｡｢ウィルダネス｣としての ｢西｣臥 この ｢生｣の世界である｡

LifeconsistswithWildemess.Themostaliveisthewildest.

ソーローとミュアの間には個人昭朝虫はなかった｡しかし両者は､｢ワイルド(ネ

ス)｣や ｢ウィルダネス｣への認識で共通する｡エッセイ r野生の羊毛(vildWooり｣

のなかでミュアは､さる農夫との対話について語っている｡土地折作を天職と心得

る農夫に対し､ミュアは､｢ワイルドネス｣を残すことを主張する｡これに対し農夫

は､よく育ったリンゴをかざし､｢果樹園のリンゴは文化､自然は棲小リンゴですよ

(mIttm isanorchaJdapple;nature近a血b)｣(HWddW∞1'r598)と応じる｡｢自然

(nattxe)｣よりも ｢文化(mlture)｣である｡しかし､山の生活を通して野生の羊毛が

牧羊のそれより遥かに勝ることを知ったミュアは､｢文化｣よりも｢自然｣に軍配を

揚げる｡｢あらゆるワイル.ドネス古淵 川致に勝る(al1wildnSSisfnerdlantameneSS)｣の

である (同 599)｡この姿勢は､｢礎封的自由とワイルドネス (absoluteFd omand

wildnu)｣を村人にすすめる散歩者ソーローのそれにきわめて近い｡

ただし､シエラのミュアとニューイングランドのソーローの間には､基本的なと

ころで､大きな落差がある｡ウォールデンの湖畔の小屋で生活を始めて二年目､1846

年の8月未､29歳のソーローは､メインの森に聾えるカタ-デイン山に向かう｡二

日越しでようやく頂上に到達したソーローは､風と霧の山頂で､人間と山の関係に

ついて思う｡｢非人間的自然 (血um an Natlue)｣の姿を示している山頂は､山への登

頂者に対し､次のような言葉を発している｡

I¶lisgroundisnotprepZLredforyou･IsitnotenoughthatIsmi]einthevalleys?･Ihave

nevermadethissoiLfordlee,thisairfor血ybrathing,theser∝ksfordiyneighbors･･(772e
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MabzWooゐ64)

山頂のソーローは､自然と人間の間の距離を感知する｡カタ-デイン山の直上を

支配する女神としての ｢自然｣は､ソーローの視点では､緑の大地や清流の渓を支

配する女神とは別個の存在である｡山頂の女神は､人間の接近を拒む女神であり､

この場所に探りを入れること臥 ｢神々に対する侮蔑(血ulttodlegds)｣(65)である｡

ニューイングランドという場所で ｢ウィルダネス｣への ｢散歩｣をすすめるソー

ローには､このような視点も同居する｡しかし､シエラの山に入ったミュアには､

このような視点は見られない｡1874年の冬 ユバ川の支流を探索していたミュアは､

山中で激しい嵐に遭遇する｡しかしミュアは､吹きすさぶ嵐の中で､敢えて高台niaru

ベイツガ (Douglas血)の木に登る｡自然の独戒をこ数時間にわたり､ありのまま体

感しようと試みる｡この危険な行為の中で､ミュアは､荒々しい自然の生の姿に驚

善し､｢いいようもない喜び (invinQblegladness)｣(乃etTlildMub･114)を感知する｡

同様のことは､ヨセミテの谷を見下ろすデイナ山の山頂でも体験される｡岩だら

けの山頂に立ったミュアは､カタ-デインのソーローとは異なり､その山頂で､｢自

分を迎え入れてくれる神々しいウィルダネス (h岱Pibble,Gdfulwildemess)｣(叫 ,

FおtSummqb2LheSiwa295)を感じ取る｡自然やウィルダネスとの関係において､

二人の間の落差はやはり大きい｡

人間は､自然やウィルダネスの中で､しばしばコミュニティ感覚を体験する (野

田39)｡人間や動植物だけでなく､土や水､風や岩､雲や光など､地球環境のすべ

てが自然やウィルダネスを構成しているという感覚である｡ウォールデンの湖畔で

動植物を含めて微細な観察を実践したソーローに､この感覚が鋭く息づいていた事

は確かである｡一方､シエラの岩や水や雲や光に融通無帯に混じり合うミュアも､

この感覚に溢れていたことは確かである｡二人の間に落差があるとすれば､ウィル

ダネスという場所に対する没入度の差ということになるだろう｡ウィルダネスに惑

溺することのできたミュアと､冷静な観察者にとどまったソーローの差である｡

この差は､エコ (環境)とエゴ (自我/人間)の差と言い換えることも可能かも知

れない｡ウィルダネスというエコシステムの世界に没入したミュアと､ニューイン

グランドに生きた人間ソーローの差である｡晩年ミュアは環境保護運動に遭進する｡

一方ソーローは奴隷廃止運動に関わる｡自然と人間という二人が向かった方角の差

もこのことと無関係とは思われない｡

4.メルヴイルとミュア

旧約の時化 中東の砂漠地帯で､一人の男の子が生を受ける｡アブラハムの妻サ

ライのつかいめハガルの息子イシュメイルである｡しかしイシュメイルは､母ハガ
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ルとともに､生誕の地力ナンを追われ､｢対戦あらの)｣に向かうO｢荒野｣に生き

るイシュメイルは､やがて ｢野ろばのような人｣となり､すべての人に逆らい､す

べての人に ｢赦して住む｣(r創世記｣16-12)｡孤児イシュメイルの誕生である｡

時代を下って､19世紀中葉､ニューイングランドの大都市ニューヨークで､一人

の若者がイシュメイルを名乗り出る｡作品 『白鯨』の語り手イシュメイルである｡

ただし､旧約の若者とは異なり､このイシュメイルは､｢砂漠｣に生きるわけではな

い｡すべての人に ｢赦して住む｣わけでもない｡大都会ニューヨークから捕鯨基地

ニューベドフォードに向かった若者は､捕鯨船に乗り込み､大西洋を南下して､一

路太平洋へ向かう｡19世紀の若者イシュメイルの ｢砂漠｣は､地球の四分の三を支

配する ｢海｣にはかならなかった｡

旧約のイシュメイルと船乗りイシュメイルの間には､生きる場所として､｢荒野

(あらの)｣と｢海｣の差がある｡これは物理的な差である｡しかし､｢荒軌 や｢海｣

に向かうことが､つまりは若者の放浪の旅と関わるものと見れば､両者の距離は縮

まる｡ロマン派文学を分析したオーデンは､その特質として､｢海｣とr鞠 esert)｣

を指摘した(Anden,乃eEnchajTednoo41-38)｡本来両者は､物理的場所の感覚は異な

るにせよ､内質的感覚においては近似である｡

若者イシュメイルが海に出たように､作者メルヴイルも海に出る｡19歳の若者と

してリバプール行きの商船に乗り込み､帰国して2年後､1941年の冬1月､再び海

に出る｡捕鯨船に乗り､太平洋に向かう｡1944年 10月ボストンに帰港するまで､

ほぼ四年間にわたる放浪の旅が始まるO

メルヴイルが海に出た時から約四半世紀後､1867年､ミュアもまた放浪の旅に出

る｡大学を中退し､カナダや中西部で仕事に従事した後､インディアナポリスから

旅に出る｡汽車でルイヴイルに向かい､そこから徒歩で､ケンタッキー､テネシー､

ジョージアを経て､一路メキシコ湾岸を目指す｡やがて､西部シエラネバダの ｢荒

野｣-つながる旅の始まりであった｡

｢ミュアはつまるところ作家であった｣(cbhenxiv)という見方がある｡内質的 ｢場

所の感覚｣と｢放浪の旅｣を共通項とするメルヴイルとミュアは､｢作家｣としても

共通する｡書き物を多く残したという実績だけではない｡たとえばミュアは､ヨセ

ミテのヘツチへツティPetchHetchyP漢について記す時､晴れたE7の風景の美しき

について､次のように読者に呼びかける｡

lmagmeyourselfinHetchI血chy･ItisasumydayinJune,thepln6SWaydreamily,

andyouareshoulderdeepingrassandflowers･Ⅰ･̀氾kingaqossaleValleydlrOughtxautiful

oFmgrovesyouSeeabaregranitewall18COfathighriSingabrupt一youtoftheg-nand
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yellowvegetzlion.･･･ (‖FeaturesofthePropdY由emiteNationalPark'169句

あるいは､ヨセミテのメルセド川即erd)を語るとき､美しい川の成長を子ども

の成長になぞらえ､川の音や川縁の植物を擬人化し､倒置語法を採用しつつ､リズ

ム感に満ちた修辞的文体で､次のように表現する｡

Manyajoyfulst陀am isbomintheSierras,butnotonecmSinglike血eMer∝d.In

childh∝山,high Onthemotmtains,hersilverthreadisapovngmeldy;ofsublime
●

YaemitesheisaleVOiα;alebL00mlngdlaParralor刀-oweryp)ailsowetoherfulJmESStheir

plant-W陀athofptnpleandgold-.･(-rYaemiteValleyinFl∝山"580

読者への呼びかけ､擬人化による表現､倒置語法､修辞的かつ詩的文体｡文休に

関わるこのような特徴は､メルヴイルの読者にはなじみのものである｡｢イシュメイ

ルと呼んで欲しい(CdJmelshmaeり｣という呼びかけではじまる作品 『白鯨

(Mob,-Dkk)』は､この種の文章の集積物である｡たとえば第-章､日曜日の昼下が~

りのニューヨークの海辺の情景｡これを語るに際し､作者メルヴイルは､命令文､

挿入語法､倒置語法を用いつつ､リズミカルな修辞的文休で､語りイシュメイルに

次のように語らせる｡

CircumambulatethecityofadreamyS血bdh血 m00n･GofromCorlearsHookto
G光ntiesS)ip,aJld丘omthen(光,byWh itehal1,northward･Wh atdoyous既?-ヤostedlike

silentsentinelsallaroundthetown,Standsthol芯 andsurx,ndlOtBandsofmortalmenfiJXed

inoα anJeV-eries････(OlaP･1)

同じく第-章､セイコ(Saco)の渓でまどろむ羊飼いについて語る部分｡魅惑的で

ピクチャレスクなその情景を､擬人法や倒置語法が入り混じった修辞的文体で､次

のように記す｡

●
D比Pintodistantwd lamdswindsamazyway,Teachingtooverlappmgspusof

mountaiTSbasedintheirhill-sideblueLButthoughthepldtqeliesthustranced,andthough
■

dlkpne-geeshak岱downitssighslikeleavesufX)nthisshepherd.shead,.yetallwerein

vain,血lesstheshepherdkeyewerenlXedufX)nthemagicstreambeforeh血･(qlaP･1)

ミュアとメルヴイルの問には､このような共通性が認められる｡文章表現に見ら
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れる共通性､あるいは作家としての共通性である｡この共通性はしかし､必ずしも

視座の共通性と連動するとは限らない｡ヘツチへツティの漠やメルセド川を語るミ

ユアと､ニューヨークの昼下がりやセイコの渓のピクチャレスクな情景を語るメル

ヴイルは､イ廃字的表現に関しては類似性を示している｡しかし､このことが､これ

らの ｢場所｣についての同一の ｢感覚｣を保証するとは限らない｡

ミュアは､シエラの山々に､生きるべき世界を見出した｡この世界は､ソーロー

のそれとは異なり､｢自分を暖かく迎え入れてくれる神々しい荒野 (hospitable,

Gdfulwildemes)｣であった｡ミ子アにとってカリフォルニアの山々は､このよう

な ｢場所｣として存在した｡氷河によって生み出された山々､清流力軌 高山植

物が咲き乱れるその峡谷｡これらはすべて r光の山脈 (dleRangeofLight)｣(Wnft
Summerb2dwSibTa3m)として存在した｡しかも､｢主の創られたものの中でもっと

も輝きに満ちた最善のもの (血ebdghtEStandtxstofalldielDdhasbuilt)｣(q)であっ

た｡

『白鯨』のエイハブ船長は､一頭の白いマッコウクジラを追跡する｡その鯨を船

長は､特有の視点で眺める｡その鯨は､何ものかの ｢仮面 (rhask)｣であり､｢代理

(agent)｣であり､｢壁叶all)｣である｡しかも､この ｢仮面｣や ｢代理｣や ｢壁｣は､

｢測りがたい悪意(insqutablemalia)｣を宿している (36章)｡

エイハブのこの視点は､若者イシュメイルにも強く感染する｡鯨のとらえがたき

は､つまりは､鯨の白い色のとらえがたきであり､このとらえがたきは､身近な世

界のとらえがたきとも､密接に関わる｡｢神酎ヒされた自然 (deifiedNature)｣も例

外ではない｡夕焼け色に染まった森や空､黄金色の蝶の羽根､あるいは乙女たちの

美しい頬｡これらはいずれも ｢微妙なjW (subdedeaits)｣であり､｢鞠 arlot)｣

としての危険性を内在させるものである｡

-血esweettingesofsunsetskiesandw∝血 ･･and血egddedvelvetofbutternies,andthe

butterflycheeksofyounggirk･･allthesearebutsubdedeaits-so血atal1deirledNa山陀

血olutelypaintsliketheharlot... (nap.42)

エイハブやイシュメイルの感覚が､メルヴイル的な感覚とすれば､ミュアとの落

差はきわめて大きい｡エイハブやイシュメイルの目で眺めれば､閣 ヒされた自

然｣も欺掛こ満ちた悪意の自然となるO巨大な白い鯨は､そq)ようなものとして存

在し､その鯨が生きる海も､地球も､ひいては宇宙も､そのような一つの ｢場所｣

として存在する｡

ミュアの場合､世界はこのようなものとしては存在しない｡ヨセミテの大自然は､
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掛け値なしのピクチャレスクの世界であり､原初の姿を随所にとどめるシエラの

山々のウィルダネスは､悪意に満ちた自然とは全く無縁の､神々しい ｢光の山脈｣

である｡

おわりに

地球規模の環境危機が叫ばれて久しい｡20世紀後半以降次第に顕著になった地球
環境に対するこの感覚は､21世紀の現在､ますます身近なものとなりつつある｡人

間と白帯環境との関係を探るエコロジーが､一つの学問分野として歩き始め､環境

保護運動や自然保護運動が､さまざまなかたちで身近に展開されている｡自然を対

象とした書きものは､ネイチャーライティングとして再検討され､文学や芸術を含

めた文化全般の環境との関わり具合も､エコクリティシズムの視点から､幅広く解

明が試みられている｡

ジョン･ミュアは､ソーローと並び､自然環境を巡るこのような社会状況の中で

見落とすことのできない存在である｡国立公園構想をはやくから提唱し､シエラク

ラブを創設し､環境保護運動に奔走したミュアは､たしかに､21世紀の現在の世界

的環麟 覚を先取りした｡しかし､環暁採護主義者としてのミュアは､あくまでも

晩年のミュアの姿である｡社会的活動家としてのミュアには､その下地として､ミ

ュア特有の自然体験､ウィルダネス (荒野)体験があった｡たとえばシエラでの体

験は､ミュアに､｢われわれ臥 樹も人間も､すべて銀河の旅人(weaLLtravelthemi]ky

waytoge血er,b･eesandmen)｣(Pb,蝕 tSummw加theSiwa18句という稀有な感覚を与

えるものであった｡

古代ギリシャのプロタゴラスは ｢人間は万物の尺度である｣と述べた｡ホモセン

トリズムにつながる視点である｡この視点に立てば､地球環境､自然環境は､人間

を中心に把握されることになる｡これに対し､環境や生態系を基本的な尺度とする

ものとして､エコセントリズムの視点がある｡エマソン､ソーロー､メルヴイルと

同様､ミュアもまた､自然やウィルダネスというアメリカ特有の道を辿った｡遅れ

てきた旅人ミュアの道行きが､ホモセントリズムよりも､エコセントリズムへと続

くものであったことは確かである｡
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